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・すべりが小さい所
　でトルクが大きい
・効率も良い
　　　　↓
通常この範囲で運転
  (-0.05～+0.05)

すべり１＝停止状態
のトルクは小さい
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,      Tmax = 250 (s = 0.1)

数値を代入すると
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また、

（原点対称）

これらからグラフを書くと右上のようになる

抵抗値を色々変えると右下のようにグラフが
変化する（比例推移の法則）

（極大点）
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R→大

最大トルクは不変

R の値を変えると
グラフの形が横軸
方向に伸縮する
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2次抵抗を増や
すと停止状態か
らの起動トルク
を大きくできる
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注）縦軸の値は５倍
　　して下さい！！

注）縦軸の値は５倍
　　して下さい！！

発電機


